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使いかた

※ご使用になる前に必ず吸盤がしっかり固定されているかご確認
ください。
以上の対応で浴槽のガタツキやずれが直らない場合は、ただちに使用を止め、
お買い上げの販売店や弊社お客様相談室までご相談ください。
（お客様相談室電話番号：0120-86-7735）

入浴動作は体の安定を確認しながらゆっくりと行ってください。
浴槽のふちや手すりなど
を必ず持って身体の安定
を確認し、片足ずつゆっ
くりと浴槽台の中央部に
移します。

1

浴槽から出るときは、入るときの逆の手順で行ってください。3

浴槽台から片足ずつゆっくりと浴槽内に足を
移し、静かに座ってください。2

バスボードと平行に
足をおろす場所に設
置してください。

※ バスボードと併用する場合は、
バスボードに座り、浴槽台に
足を移してください。

注
意

 給水口、給湯口、蛇口の近くなど熱くなる
ところでご使用する場合は、やけどする
恐れがあるので注意すること

排水口の近くに設置する場合
は、 排水栓の鎖に注意すること
けがの原因になります。

バスボードと併用する場合の例

オープナーを引き上げても吸盤が解除されず取外しができない場合

●無理にオープナーを引き上げると、オープナーが破損する原因になります。
吸盤を外すときは、それぞれの吸盤とチェーンの接続部を右図のように、引き上げてください。

●取り外した後、P.4「高さ調節のしかた」に従って「スライド脚の高さ」と「チェー
ン固定ピン」の位置設定が合っているか再確認してください。

取り付け・取り外しかた

警
告

注
意

石けん等のついた足
で浴槽台に上がらな
いこと

使用者が自分の体を十分に
安定させられない場合は、
必ず介助者が付き添うこと
転倒やけがの原因になります。

ご使用の前に

使いかた

足がかからない
ように注意

ストッパーが
4本とも
入っている 動かない

天板やソフトクッションが
外れていない

ふらつきのある方など

バスボード

浴槽台

（点検）
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